
一
二
世
紀
ｉ

一
三
世
紀
前
半
の
掘
立
柱
建
物

・
木
組
方
形
井
戸

。
木
棺
墓

。
大

濤
等
が
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
は

一
三
世
紀
前
半
の
井
戸
内
埋
土
よ
り
出
土
し
た
。

井
戸
内
か
ら
は
、
多
数
の
上
器
の
他
に
、
木
製
品

・
鹿
角

・
種
子
等
が
出
土
し

た
。
須
恵
器
婉

・
小
皿
お
よ
び
瓦
器
婉
の
中
に
は
四
二
点
の
墨
書
土
器
が
存
在

し
た
。
文
字
は

「有
田
」
が
八
割
を
占
め
、
他
に

「き
」
「上
」
「中
□
」
が
あ

る
。
ま
た
花
押
あ
る
い
は
呪
字
と
思
わ
れ
る
墨
書
も
五
点
存
在
す
る
。
ま
た
二

条
の
大
濤
内
上
層
か
ら
同
時
期
の
墨
書
土
器
が
約

一
〇
〇
点
、
そ
の
下
層
か
ら

は
八
世
紀
の
須
恵
器
蓋
内
面
に

「五
十
戸
日
」
と
書
か
れ
た
塁
書
土
器
が
出
土

し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

〔鬼
鬼
己

①

　

「
咄
灰
曜

（符
篠
）
□
□
急

々
如
律
令
　
　
　
　
（⇔Ｓ

溢
受
∞
⇔む

（安
田
　
滋
）

丘鵞

。長
田
神
社
境
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
神
戸
市
長
田
区
長
田
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
四
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
神
戸
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
黒
田
恭
正

・
佐
伯
二
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
、
弥
生
時
代
後
期
、
平
安
ぞ
鎌
倉
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
田
神
社
境
内
遺
跡
は
六
甲
南
麓
に
広
が
る
平
野
の
西
端
近
く
、
六
甲
山
系

に
源
を
発
す
る
多
く
の
河
川
の
内
の
一
つ
苅
藻
川
の
左
岸
に
あ
る
。
周
辺
に
は

縄
文
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
遺

跡
が
点
在
し
、
古
墳
時
代
の
居

館
跡
の
松
野
遺
跡
や
、
八
部
郡

衝
推
定
地
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。

調
査
は
、
当
地
で
進
め
ら
れ
て

い
る
再
開
発
事
業
に
と
も
な
い

実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
縄

文
時
代
晩
期
の
土
羨
、
弥
生
時

代
後
期
の
住
居
跡

・
濤
、
平
安

7  6

(神 戸)



1987年出上の木簡

時
代
の
木
棺
墓
、
鎌
倉
時
代
の
井
戸
等
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
は
計
四
基

あ
り
、
う
ち

一
基
は
井
戸
側
材
ま
で
残
存
し
て
い
た
が
、
他
は
い
ず
れ
も
底
部

に
据
え
ら
れ
た
水
溜
用
の
曲
物
が
あ

っ
た
の
み
で
あ
る
。
木
簡
出
上
の
井
戸
も

こ
れ
に
属
し
、
上
部
は
破
壊
さ
れ
、
井
戸
側
材
な
ど
と
共
に
瓦
器
婉

・
土
師
器

皿

。
須
恵
器
婉
等
が
投
乗
さ
れ
て
い
た
。
木
簡
は
水
沼
用
曲
物
内
よ
り
出
土
し

た
。
井
戸
が
廃
棄
さ
れ
た
時
期
は
、
鎌
倉
時
代
末
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
＜
咄
啄
曜

帥
日
山
Ｖ
口
∧
巾
□
□

Ｘ

。
「
＜

　

口

国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］∞卜∀
解
巡

ｏ慾

（黒
田
恭
正
）

丘摩

。書
写
坂
本
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
書
写
西
坂
本
字
構
江

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
こ

一
一月
を

一
九
八
二
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
毅
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
博
利

・
秋
枝
　
芳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
期
、
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

書
写
坂
本
城
跡
は
、
姫
路
市
街
地
よ
り
北
西

へ
約
六
血
、
天
台
系
の
山
岳
寺

院
で
あ
る
書
写
山
円
教
寺
の
南
麓
に
位
置
す
る
。
当
城
跡
の
あ
る
西
坂
本
か
ら

東
坂
本
に
か
け
て
は
、
古
来
、

困
幡
街
道
沿
い
の
要
衝
と
し
て
、

ま
た
、
円
毅
寺
の
門
前
町

・
宿

場
町
と
し
て
大
い
に
栄
え
た
ら

し
い
。
坂
本
城
は
、
室
町
時
代

に
守
護
赤
松
氏
の
領
国
支
配
の

拠
点
と
し
て
、
重
要
な
行
政
機

能
を
果
し
た
ら
し
い
が
、
城
跡

の
実
態
は
今

一
つ
不
明
で
あ

っ

(竜 野)




